
ヨウ エ イ レ ツ

ヨ

　
葉

永

烈

階

れ
つ
ー
↓
・
イ

ェ

ユ
ン
リ

ェ

　
葉

君

健

瀦

け
ん
ー

↓

イ

エ

チ

ュ
ン
チ

ェ
ン

　
葉

紹

鈞

は
め
う
き
ん
ー

葉

聖

陶

イ

エ

シ

ョ
ン
タ

オ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

妖

精

驚

一
般

に

、
魔

法

の
力

を

も

ち

、
丘

の

中

腹

や

森

林

の
洞

穴

に
棲

み
、

自

在

に
姿

を

変

え

、

空

中

を

飛

翔

す

る

超

自

然

の

生

き

物

で

、

人

間

に

い
た

ず

ら

や

害

を

与

え

る

し

、

ま

た

手

伝

い

や

贈

り

物

も

す

る

と

い

わ

れ

る

、

土

着

信

仰

の

異

教

の
神

々

の
末

裔

。

淵

源

と

し

て

は

、

自

然

の

精

霊

、

卑

小

化

さ

れ

た

古

代

の

神

々
、
滅

亡

し

た

古

い
種

族

の

記

憶

、
死

者

の
魂

、

堕

天

使

の

諸

説

が

あ

る

。

ω

フ

ェ
ア

リ

ー

(語

源

は
後

期

ラ

テ

ン

語

フ

ァ
ト

ム

〔運

命

〕)
。

②

エ

ル

フ

(古

代

高

地

ド

イ

ツ
語

ア

ル
プ

〔
悪
夢

〕
か

ら
派

生

)
。

㈹

フ

ェ

(古

代

フ
ラ

ン

ス
語

フ

ェ
、

フ

ェ
ー

リ

ー

〔魔

法

の
か

か

っ
た
状

態

〕

か

ら
派

生

)
。

F

・
ド

ラ

ッ
ト

ル

　

　

　

　

　

　

　

コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

の

系

統

分

類

で

は

ー

ケ

ル

ト

の

フ

ェ
ア

リ

ー

1ー

チ

ュ
ー

ト

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の

エ

ル

フ

瑚

別

ー

サ

ー

王

伝

説

(中

世

ロ

マ
ン

ス
)
の

フ

エ
・

目

　

　

　

　

ド
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　

は

ア

イ

ル
ラ

ン
ド

、

ス

コ

ッ
ト

ラ

ン

ド

、

ウ

ェ
ー

ル
ズ

各

地

方

の
民
間

伝

承

に
多

く
伝

わ
り

、
イ

エ
ー

ッ
の
二
大
別

に
特

色

が

う

か

が
え

る
。

ω
群

れ
を
な
す

妖
精

　

　
男
女

の
別

が
あ

り

職

業

を
も

ち
、
家
庭

、
国

を

つ
く

っ
て
陸
ま

た

は
水
中

に
暮

ら
す

。

ω

一
人
暮

ら
し

の
妖
精

　

　
個
性

が
強
く

悪
質

な
妖

精

で
、

老

人

の
片
方
靴

屋

レ
プ

ラ
ホ

ー

ン
、

死

の
予
三三口
者

バ

ン
シ
ー
、

命

と
交
換

に
霊

感

を
与

え
る

リ

ャ
ナ

ン
シ
i
、
娘

に
恋

を

語
る

ガ

ン

コ
ナ
ー

、
酒
倉

で
酔
う

ク

ル
ラ
ホ
ー

ン
、
家

事

好
き

で
人

間

の
手

伝

い
を
す

る
プ

ー
カ
、

森

の
動

植
物

を
守

護
す

る

ブ

ラ
ウ

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
ラ
イ
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ダ
リ
ク

　

　
　
　

　
　

　
　

　ユ

ニ
ー
な
ど

が

い
る
。

H
は

〈
明
る

い

エ
ル

フ
〉
と

〈
暗

い

エ
ル

フ
〉

に
分

か
れ

、
前

者
は
太

陽
よ

り
輝

か
し

い
光

と
空

の

エ
ル

フ
で
、
後

者

は
醜
く

地
下

の
財
宝

を
守

っ
た

り
、

細
工

物

に
長

じ

て

い
る

(ト

ロ
ー

ル
、
ケ
ル
ピ
ー
、
ニ
ク

ス
、
コ
ボ

ル
ト
、
ボ
ー
グ

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

コ

ル
、
ド
ワ
ー

フ
、
ホ
プ
ゴ
プ
リ

ン
な
ど
)
。
m
は
美

し

い
女

性
姿

で

魔
術

を
使

い
、

騎

十
や
詩

人

に
才

能
や

予
言

の
力

を
与

え
、

妖

精

の
国

に
連

れ
去

る

(
モ
ル
ガ
ン

・
ル

・
フ

ェ
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア

ン
、

ダ
ム

・
ド

・
ラ

ッ
ク
な
ど
湖

の
精
)
。

概
し

て
妖

精

の
容
姿

は
人

間

と
等

身
大

か

ら
蟻

の
大
き

さ
ま

で
さ
ま

ざ
ま

で
あ

り
、

美

し

い

も

の
か

ら
奇

型

の
動

物
姿

の
醜

い
も

の
ま

で
あ

る
。
蝶

の
羽
を

つ
け
小

さ
く

人
間

に
親

し

い
妖

精
像
を

定
め

た

の
は
、
『
夏

の
夜

の
夢

』

の
オ

ベ

ロ
ン
、

テ

ィ
タ

ニ
ア

の
王
国

そ

の
召
使

い
パ

ッ

ク

、

『嵐

』

の

エ
ア

リ

エ
ル
な

ど
独

特

の
妖

精

た
ち

を

描

い
た

シ

ェ
ー

ク

ス
ピ

ア
。
服

は
緑

の
上
着

に
赤
帽

子
、

光

る
金
、

透

き

通

る
白

黒

を
好

み
、
木

の
葉

、
昆

虫
、

こ
う
も

り

の
羽

を
着

る
。
食

物

は
殼

物

や
肉

の

エ

ッ
セ

ン
ス

(
フ
ォ
イ
ゾ

ン
)
。
棲

み
家
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シ　　ラ

は
海

の
彼
方

や

丘

の
中

(ゲ
ー

ル
語
妖
精
は

〔丘

の
人
〕
の
意
)
、

洞

穴
、

土

・
水

の
中

。
月

夜

の
饗
宴

で
踊
る

こ
と
を

好
み
、
草

地

　
フ
ェア
リ
リ
　リ
ング
　
　
　
　
　
　
　
ゴ　
ッ
サ
マ
　リ

に
妖

精

の

輪
を

残
す
。
葉

末

の
露

の
玉

は
夜

な

べ
仕
事

。
性

質

は

む
ら
気

で
怒

り

っ
ぽ
く
、

人

間

に

い
た

ず
ら

や
悪
さ
を

し
、

　
　

　
　
　

　
　

　

フ
ェ
ア
リ
　
　
ダ
　
ト

旅

人
を

道

に
迷

わ

せ
妖

精

の

矢
を

射

か

け
て

人
畜

を

し

び
れ

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

チ
ェ
ン
ジ
リ
ン
グ

さ

せ
、
人

間

の
子

の
代

わ

り

に
醜

い
取
り

換
え

子
を
置
き

、
き

れ

い
好
き

で
よ

く
働

き
、
窓

辺

に

一
杯

の
ミ

ル
ク
を
置
く

女
中

に
は
手
伝

い
を

し
た

り

バ
ケ

ツ
に
金

貨
を

入
れ

る
が
、
汚

れ
た

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

フ
ェ
ア
リ
リ
　
ピ
ン
チ
ン
グ

も

の
、
臭

い
も

の
、
鉄
を

出

し

て
お
く

と
、
青
あ

ざ

に
な

る
ほ

ど

つ
ね
る
。
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

(井
村
君
江
)

　
妖

精
物

語

舗

態

り
　

現
実

世
界

で

は
起

こ
り
得
な

い
驚
異

的

で
き
事

を
遠

い
過

去

に
起

こ

っ
た

こ
と
と
し

て
語

る
原

則
的

に
は
伝

承
文
学

。

そ

の
名

の
由

来

と
な

っ
た
不

思
議
な
力

を
も

　

ホ
つ
妖
精

が
多
く

登
場

す

る
が
、

常

に
と

い
う
わ

け

で
は
な

い
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　　　　　　　　　ホ

主

人
公

は
多
く

の
場

合
人

間

で
あ

り
、
巨

人
、

小
人
、
魔

法
使

い
、
も

の
い
う

動
物

な

ど
が
重

要

な
役
割

を
果

た
す

こ
と
も
あ

る

。
妖

精
物

語
に
類

似
す

る

「
驚

異
」

の
物

語
は
世
界

中

に
見

い
だ
さ

れ
、

早

い
例

と

し

て
は
、

イ

ン
ド

の

『隷

ミ

ぎ

ミ
ミ
ミ

パ

ン
チ

ャ
タ

ン
ト

ラ
』
(三
世
紀
)
が
あ

る
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

で
は

一
七

世

紀
末

フ

ラ

ン

ス
貴

族
社

会

で
妖

精

物

語

が
流

行

し

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ホ

オ
ー

ノ

ワ
夫

人
や

ペ

ロ
ー

の
収
集

し
た
物

語

が
出
版

さ
れ

て
人

気

を
得

た
。
今

日
妖

精
物

語
を

フ

ェ
ア
リ

ー

・
ス
ト

ー
リ
ー

と

呼

ぶ

よ
う

に
な

っ
た

の
は
、

フ
ラ

ン
ス
で

コ
ン
ト

・
ド

・
フ

ェ

と
呼

ば
れ
た

こ

の
種

の
物

語

が
英

語

に
な

っ
て
以
来

の
こ
と

で

あ

る
。

も
と

も
と

冂
承

文
学

で
あ

り
、

子
ど
も

の
も

の
で
は
な

か

っ
た

妖
精

物
語

が
印

刷
さ

れ

て
子
ど
も

の
問

に
普

及
し

た

の

　
　

　

は

、
チ

ャ

ッ
プ
ブ

ッ
ク
と

い
う

廉
価

本

が

一
七
世
紀

イ
ギ

リ

ス

に
出
現

し
た

こ
と

に

よ
る

と
こ
ろ

が
大

き

い
。

さ
ら

に
ド

イ

ツ

で
民
族

の
文

学
的

宝

と
し

て
尊

重

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
て

い
た

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

伝

承
文

学
を

収
集

し

た
グ

リ
ム
兄

弟

が

『
子

ど
も

と
家
庭

の
た

め

の
昔

話
』
(
一
八

一
二
)
を

刊
行

し

て
以
来

、
各
国

で
類
似

の
物

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

語

集

が
編
ま

れ

る
よ
う

に
な

っ
た

。

ア

ン
デ

ル
セ

ン
は
伝

承

の

物

語
を

再

話
し
、

同
時

に
伝

承

の
テ

ー

マ
を

用

い
な

が
ら
独

自

の
表

現
を
試

み
優

れ

た
作

品
を
書

い
た

こ
と

か
ら

、
個

人

の
創

作

に
よ
る
妖

精
物

語

が
市

民
権
を

も

つ
に
至

っ
て
今

日
に
及

ん

で

い
る
。
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
(猪
熊
葉
子
)

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　

　

幼
年

絵
話

諾

醜

　

「
幼
年

世
界
」
編

集
部

の
竹

貫
佳

水
ら

の

編
集

に
成

る

一
二
冊

の
絵

話
集
。

一
月

～

一
二
月

ま

で

の

「
幼

年

絵

読
本

」
、
書

名

は

『
○

月
読
本

』
。

一
九

一
六

～

一
七
年

(大

　
　

　
　

　

5
～
6
)
、
博

文
館

発
行
。
雑

誌
形

態

で
内
容

は
、
当
時

の
編

集

部
員

が

「
幼
年

世
界

」

に
執
筆
・し
た

伝
記

・
理
科

記
事

・
教

訓

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

話
な

ど

で
無

署

名
。

一
〇
〇

ペ
ー

ジ
ニ
五

銭
。
当

時

「
少
女

世

界
」

も
編

集

部

編

(主
筆
沼

田
笠
峰
)
の
単
行

本

『撚
謝
少
女

お
話

集

』
を

出

し

て

い
る
。

「
縁

の
下

の
力

持
」
的
存
在

と
な

っ
た
雑

誌
編
集

者

の

一
つ
の
姿
勢

を
示

す
出

版
と

み
ら

れ
る

だ
ろ
う

。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

(滑
川
道
夫
)

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

　

幼
年

画

報

鷹
ほう
漁
ん
　

児
童

雑
誌

。
博
文

館
発

行
。
一
九
〇

六
年

(明
39
)
一
月
創

刊
、
三
五

年

(昭

10
)
一
二
月
廃

刊
。
低
学

年

用
絵

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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雑

誌

と

し

て

、

絵

を

中

心

に

四

色

刷

り

石

版

画

、

写

真

版

画

、

ポ

ン
チ

な

ど

を

入

れ

、

用

字

は

国

定

教

科

書

一
年

生

用

に

準

じ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネ

た
。

編

集

兼

発

行

人

は

巌

谷

季

雄

(小

波

)
、

の
ち

木

村

定

次

郎

(小

舟

)
や

井

口

長

二

が

継

ぐ

。

創

刊

号

は

A

5

判

、

三

六

ペ

ー

ジ

、

一
〇

銭

。

の

ち

四

六

倍

判

や

B

5

判

に

変

わ

り

、

定

価

も

二

五

銭

、

四

〇

銭

と

漸

次

高

く

な

っ
て

い

っ
た

。

執

筆

画

家

に

　

　

ホ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

は

、

武

内

桂

舟

、

水

野

年

方

、

小

堀

鞆

音

、

鏑

木

清

方

、

杉

浦

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　ホ

非

水

、

名

和

永

年

、

岡

野

栄

、

谷

洗

馬

、

黒

崎

義

介

な

ど

、

和

洋

の
画

家

を

広

く

採

用

し

て

い

る

。　

　

　

　

　

　

(西
田
良
子
)

　

幼

年

倶

楽

部

は
磊

ん
　

幼

年

雑

誌

。

一
九

二

六

年

(大

15
)
一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ

月

講

談

社

よ

り

創

刊

。

「
少

年

倶

楽

部

」

「
少

女

倶

楽

部

」

の
読

者

年

齢

層

よ

り

一
段

低

い

層

を

対

象

と

し

た

男

女

共

読

誌

。

創

　

　

　

　

刊

号

は

多

田

北

烏

の
男

女

児

童

の

顔

を

描

い

た

表

紙

絵

で

飾

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り

、

以

降

表

紙

絵

の

パ
タ

ー

ン
と

な

っ
た

。

野

間

清

治

社

長

が

薫

陶

し

て

き

た

少

年

部

出

身

の

笛

木

悌

治

が
抜

擢

さ

れ

て

初

代

編

集

主

任

と

な

っ
た

。

一
六

八

頁

に

双

六

と

切

抜

玩

具

の

付

録

を

つ
け

五

〇

銭

。

三

一
年

に

は

九

四

万

九

千

部

の
売

行

き

を

示

し

た

。

執

筆

者

に

は

当

時

の
童

話

作

家

の

ほ

か

大

河

内

翠

山

、

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ネ

吉

川

英

治

、

大

倉

桃

郎

、

宇

野

浩

二

、

伊

藤

整

ら

が

登

場

。

北

　

　

　

　

ホ　　　　
　　　　　　　　
　ホ　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　ホ

原

白

秋

、

西

条

八

十

、

野

口

雨

情

ら

の

童

謡

詩

人

、

宮

尾

し

げ

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ホ

を

、

河

目

悌

二

、

岡

本

帰

一
、

武

井

武

雄

ら

の
童

画

家

が

活

躍

し

た

。

戦

時

中

の

出

版

統

制

の

た

め

四

四

年

三

月

休

刊

、

戦

後

四

五

年

十

月

復

刊

。

翌

年

「
幼

年

ク

ラ

ブ

」

と

改

名

(四

八
頁

、

五
万

部
)
し

た

が
、

新

雑

誌

「
ぼ
く

ら

」

「
な

か

よ

し

」
の
創

刊

(
五

五
)
と
新

学
年

別
雑

誌
創

刊

の

「
た

の
し

い
三
年

生
」

(五
六
)
に

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

ホ

席
を

譲

っ
て

五
八
年

(昭
33
)
三
月

終
刊

。
そ

の
間
、
絵

雑
誌

、
マ

ン
ガ
雑

誌

に
変

身

せ
ず

に
幼
年

読

み
物
雑

誌

の
主
体
性

を
貫

い

た
。
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　
(滑
川
道
夫
)

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
幼

年
雑

誌

§

伽
ん
　

博
文

館
発

行

の
児
童

を

対
象

と

し

た
雑

誌

。

一
八
九

一
年

(明
24
)
一
月
創

刊
。
月

二
回

発
行
。
第

一
巻

第

一
四
号

ま

で
は
、

「
尋
常

小
学

」
の
角

書

が
あ

る
が
、
第

一
五
号

よ

り
、
対
象
を

広

げ
る

た
め
、
角

書
を

は
ず

す
。
九

五
年

(明
28
)

　
　

　

　

廃

刊
、
「
少
年

世
界

」
に
統

合

さ
れ

る
。
注

目
す

べ
き

こ
と

は

『阿

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

房

丸
』
(
一
八
九
二
)
を

は
じ

め
、
巌

谷
小
波

の
寄

稿

に
よ

る
創
作

　
　

　

　

話
が
、

「
お

伽
噺

」
の
呼

称
を
定

着

さ

せ
、
小
波

が

「
少
年

世
界
」

に
主
筆

と

し

て
迎
え

ら
れ

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

お
伽

噺
確

立

へ

の
方
向

を

築

い
た

こ
と
で
あ

ろ
う

。　

　
　

　

　

(村
榮
喜
代
針
)

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　　　　　　　　　　　　　ホ

　

幼
年

世
界

嵩

吻

　

博

文

館
は

「少

年
世

界
」
を
年

齢

別

に
分

刊
し

、
低
年

齢
対

象
と

し

て
、

一
九

〇
〇
年

(明
33
)
一
月

創
刊

。

　お

伽

噺

を

中

心

に

編

集

。

月

刊

、

四

六

判

、

四

八

ペ
ー

ジ

、

定

価

五

銭

。

同

一
二

月

、

第

一
巻

第

一
四

号

で
廃

刊

と

な

り

、

再

び

「
少

年

世

界

」
に

統

合

。

の
ち

一

一
年

(
明

44
)
一
月

復

刊

し

た

が

終

刊

は

不

詳

。

第

一
二

巻

一
〇

号

(
一
九

二

一

・
四

)
ま

で

確

　

　

　

　

　

　

　

ホ　　　　　
　　　　　　　
ホ　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　

認

。

執

筆

者

は

、
巌

谷

小

波

、
木

村

小

舟

を

中

心

に

、
泉

鏡

花

、

　

　

　

　

　

ホ　　　　　　　　　　　　　ホ

永

井

荷

風

、

田

山

花

袋

、

浜

田
廣

介

な

ど

。
　

　

(村
榮
喜
代

子
)

　

幼

年

玉

手

函

蓼

號

た
　

一
八

九

四

年

(
明

27

)
一
月

か

ら

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

月

に

お

お

む

ね

月

一
冊

、

博

文

館

よ

り

発

刊

さ

れ

た

絵

入

り

本

。

B

6

判

、

和

装

本

、

各

一
〇

銭

。

同

時

代

の
幼

少

年

誌

は

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ヨ ウネ ン ノ ト

道
徳

や
倫

理
を

盛

り
込

ん
だ
教
育

性

に
腐

心
し
た

が
、
当

時

好

　
　

　

評

の
巌

谷
小
波

に

は
こ
れ

に
と

ら
わ
れ

る
気

風

が
な
く
、

博
文

館

の
大

橋
新
太

郎

は
京
都

在
住

の
小
波

と

硯
友
社

同
人

た
ち
を

　
　

　
　

　
　

　

　

　

起

用
し

て
、
先

行

の

「
幼
年

雑

誌
」
か
ら
学

び
と
教

え
を

退
け
、

題

材
を

内
外

に
求

め
て
話

と
遊

び

の
面
白

さ
を
軸

に
制
作

。
内

　
　

　
　

　
　

　

容

は
、
第

一
巻

巌

谷
小
波

『新

年
狂

言
春

駒
』
、
第

二
巻

大

川

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

ホ

秋

水

『紀

元
節

』
、
第

三
巻

高
橋

太
華

『小

供

の
て
が
ら

』
、
第

四
巻

巌

谷
小

波

『
幻
燈
会

』
、
第

五
巻

阪

田
孫

四
郎
編

『
春
夏

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

秋

冬
遊

戯
指
南

』
、
第

六
巻

江

見
水
蔭

『幼

年
剣
舞

』
、
第

七
巻

南

新

二

『
福
笑

ひ
』
、
第

八
巻

松
井

松
葉

『
西
洋

滑
稽
落

語
』
、

　
　

　

　

第

九
巻

石
橋

思
案

『
滑
稽

小
児

四
十

八
癖

』
、
第

一
〇
巻

阪

田

孫

四
郎

『
帆
前

船
』
、

第

一

一
巻

細

川
風

谷

『
パ
ノ
ラ

マ
』
、
第

　
　

　

　

一
二
巻

泉
鏡

花

『海

戦

の
余
波

　
付

録
譬
喩

談
』
。
内
容

、
造

本

と
も

に
硯
友

社
好

み

の
戯
作

風
、

軽
妙

酒
脱

と
滑
稽

で
趣
味

的

な

が
ら
、
前

時
代

児
童

文
化

財

の
水
準

を
継
ぐ

。

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(斎
藤
寿
始
子
)

　
幼

年
童

話

婁
漏
ん
　

幼
児

・
幼
年

期

(就
学
前

～
小
学

丁

二
年

ご
ろ
)
の
子

ど
も

を
読

者

対
象

と

し

た
文

学

を

幼
年

童

話

と
呼

ぶ
。

就
学

前
幼

児

の
た
め

の
読

み
聞

か

せ
童
話
を

「
幼
児

童
話
」

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

と

し

て
区
別
す

る
場

合
も

あ
る

。
雑

誌

「
赤

い
鳥

」

が
昭
和
初

期

に
幼
年

読

み
物

と
名

づ
け

て
、
片

か
な

に
平

易
な
漢

字
混

じ

り

の
童

話
を
発

表

し
た

の
が
幼

年
童

話

の
先
駆

と

い
わ

れ

て

い

る
。

か

つ
て
の
日
本

の
幼

年
童

話
は

、
廣

介
童

話
に
代

表
さ

れ

る

ご
と
く

、
短

編

(
二
、
三
枚
～
四
、
五
枚
)
で
詩
的

・
象
徴

的
な

お
話

が

一
般

的

で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う

な
伝

統
的

な
幼

年
童

話

に
、

一
九

五
五
年

ご

ろ
よ

り
現
代

の
幼

年
童

話

が
革
新

の
風

を

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

送
り

込
む

こ
と

に
な

る
。

い
ぬ

い
と

み

こ

『
な

が

い
な

が

い
ペ

ン
ギ

ン
の
話
』
(
一
九
五
七
)
は
、
行
動

的

な

ペ
ン
ギ

ン
の
兄
弟

を

・王
人

公

に
し

て
冒
険

に
よ

っ
て
筋

が
ダ

イ

ナ
ミ

ッ
ク

に
展
開

す

る
長

編
幼

年
童

話
で
あ

り
、

子

ど
も

た
ち

か
ら
大

き
な

支
持

を

　
　

　
　

　

受
け

た
。
中

川
李

枝

子

『
い
や

い
や
え

ん
』
(六
二
)
は
、

保
育

園

の
中

の
集

団

の
子
ど
も

の
心
と
生

活
を

リ

ア

ル
に
か

つ
フ

ァ
ン

タ

ス
テ

ィ

ッ
ク

に
描

き
、

既
成

の
幼
年

童

話

の
枠

を
破

っ
た
。

　松
谷

み
よ

子

『
ち

い
さ

い
モ
モ
ち

ゃ
ん
』
(
六
四
)
は
、
家

庭

の
中

の

一
人

の
幼
児

の
誕

生
か
ら

三
歳

半

ご
ろ
ま

で
の
リ

ア

ル
な

記

録
と

空
想
力

に
よ

っ
て
新

し

い
幼

年
童

話

の
世
界

を

拓

い
た
。

　神
沢

利
子

『く

ま

の
子

ウ
ー

フ
』
(六
九
)
は
、

素
朴

で
根

源
的

な

「
自

分

は
何
か
」

と

い
う
問

い
を

詩
的

表

現

で
幼

年
童

話

と
し

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

て
結

実
さ

せ
た
。

ほ
か

に
、

寺
村

輝
夫

『
ぼ
く

は
王

さ
ま

』
(六

　
　

　

一
)
、
小

沢
正

『目
を

さ
ま

せ

ト
ラ

ゴ

ロ
ウ
』
(
六
五
)
な
ど
も

優

れ
た

現
代

の
幼
年

童

話
と

し

て
高

く

評
価

で
き

る
。
(萬
屋
秀
雄
)

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　
幼
年

の
友

誉

楠
ん
　

児
童
雑

誌
。
実

業
之

日
本

社
発

行
。
一
九

〇
九

年

(
明
42
)
一
月

か
ら
、

「家

庭

教
育

・絵

ぱ
な

し
」

(
一
九
〇

五
年
六
月
創
刊
)
が
改
題

し

て

「幼

年

の
友
」
と
な

る
。

A

5
判
、

月
刊

。
子

ど
も

の
喜

ぶ
挿
絵

、

開
く

と
絵

が

一
変

す

る

口
絵

、

楽
し

い
仕

掛
け

の
あ

る
表

紙
な

ど
、

編
集

や
装

丁

に

い
ろ

い
ろ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

な
工
夫

が
さ
れ

て

い
る
。

最
初

は
社
外

の
岸

辺
福

雄

に
編
集

を

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

委
託

し

て

い
た

が
、

一
九

一
四
年

一
二
月

か
ら
社

員

の
岩

下
小

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ヨ コイ フ クシ

葉

が
主
筆

と
な

る
。

『
ふ
し
ぎ

の
国

の
ア
リ

ス
』
の
翻
案

『
フ
シ

ギ
ナ

ク

ニ
』
、
お

話
を
読

み
聞

か

せ
て
子

ど
も

に
絵
を

書

か

せ
る

　
　

　
　

　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　ホ

懸
賞

画
、
与

謝

野
晶
子

作
詩

・
中

山
晋
平

作
曲

の
童

謡
な

ど

は
、

　

　
「赤

い
鳥

」

の
再

話
や

自
由

画
や
曲

譜

つ
き
童

謡

の
先

が
け

と

も

い
え
よ

う
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(西
田
良
子
)

　
横
井

福
次

郎

楚

い
ろ
う
　

一
九

一
二
～
四
八
(大
1
～
昭
23
)

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
　

漫
画

家
。

東
京
都

生
ま

れ
。

近
藤

日
出

造
、

横
山
隆

一
ら

が
結

成

し
た
新

漫
画

派
集
団

の

一
員

で
ナ

ン
セ

ン

ス
漫

画
を

描
く

。

横

山
隆

一
が

『
フ
ク
ち

ゃ
ん
』
と

名

づ
け
た

の
は

こ

の
人

か
ら

ヒ

ン
ト
を

得
た
。

戦
後

は

『
ふ
し
ぎ
な

国

の
プ

ッ
チ

ャ
ー
』
(
一

　
　

　

ホ

九
四
六

「
少
年
ク
ラ
ブ
」
)
の
二
〇

回
連
載

で
、

月
や

火
星

旅
行

を

描

い
て
子
ど
も

た
ち

の
心
を

捉
え

た
。

続

い
て
地
底

国

冒
険

を

描
く

『
冒
険

児
プ

ッ
チ

ャ
ー
』
(
四
八
)
を

は

じ
め
た

が
急

死
、

親

友

の
小

川
哲
男

が

一
九
四

九
年

五
月
ま

で
引

き
継

い
で
連
載

し

　
　

　
　

　
　

ネ

た
。

単
行

本

は
講
談
社

か

ら
四

八
、
四

九
年

に
出

た
。

ほ

か
に

『
冒
険

タ
ー

ザ

ン
』

『
痛
快

タ
ー

ザ

ン
』
(
四
八
)
が
あ

る
。
長

男

横

井
大
侑

は
童

画
家
。
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

(石
子

順
)

　
横

谷
　

輝

袰

た
に
　

一
九
二
九
～
七
三

(昭
4
～
昭

48
)　

児

童

文
学

評
論

家
。

本
名

輝
雄
。

兵
庫

県
生

ま

れ
。
湊

川
中

学
卒

。

小
学
校
教

員
を

経

て
上
京
。
本
格

的
な

評
論
活

動
を

展

開
す

る
。

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ホ

日
本
児
童

文
学

者
協
会

事
務

局

長
。

日
本

子
ど
も

の
本

研
究

会

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

会

長
な

ど
を
務

め
、

児
童

文
学

運
動

の
中

心
的
な

働
き

手

と
し

て
活
躍

し
た
。

横
谷

の
評

論
活
動

の
テ
ー

マ
は
、

第

一
に

日
本

の
児
童
文

学

総
体
を
包

み
込
む

思
想
、

方
法

の
確

立

と

い
う

壮

大

な
も

の
で
あ

り
、

生
前

の
唯

一
の
評
論
集

『
児
童

文
学

の
思

想

と
方

法
』
(
一
九
六
九
)
所
収

の

『
児
童

文
学

の
思
想

-

児
童
文

学

に
お
け
る

「
近
代
主
義
」
の
問
題
』
は
、

こ

の
テ
ー

マ
に
正

面

か

ら

立
ち

向
か

っ
た
代

表
論
文

で
あ

る
。

テ
ー

マ
の
第

二

は
、
批

評

に

お
け
る

リ
ア

リ
ズ

ム

の
確

立

で
あ

り
、

彼

の
評

論
も

そ
う

し

た
態

度

に
貫

か

れ
て

い
る
。

ま
た

同
人

誌
運
動

に
も
関

心
を

寄

せ
、
『児
童

文
学

同
人

誌

シ
リ
ー

ズ
』
全

八
巻

(七

一
)
を

編
集
、

さ

ら

に
、

『
や
が

て
大

人

に
な

る
君
た

ち

に
』
(七
〇
)
な

ど

の
児

童

向

け
著
書
も

あ

る
。
歿
後

、

『
横

谷
輝

児
童
文

学
論

集

』
全
三

巻

(七
四
)
が
刊

行
さ
れ

た
。　

　

　
　

　

　
　

　

(藤
田
の
ぼ
る
)

　

横

溝

正

史

臆
臆

そ
　

一
九

〇

二
～
八

=

明

35
～
昭

56
)

作

家

、
編
集

者
。

兵
庫

県
神

戸
市

生
ま

れ
。

一
九

二

四
年
大

阪
薬

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

専

を
卒

業
。

自
家

の
薬
種
業

、
博

文

館

の
編
集

者
生

活

の
か
た

わ

ら
、

二

一
年

「新

青
年

」

に

『恐

る

べ
き
四

月
馬

鹿
』

を
発

表

以
来

、

『
面
影
双

紙
』
(
一
九
三
三
)
、

『鬼

火

』
(三
五
)
、

『
蝶

々

殺

人
事

件
』

(四
六
)
、

『本

陣
殺

人
事

件
』

(
四
六
)
、

『
獄

門
島

』

(
四
七
)
な

ど
、
日
本

探
偵

小
説
史

に
残

る
名
作

を
発

表
、
名

探
偵

金

田

一
耕
助

の
創
造

者
。

『
夜
光

怪
人

』
(五
〇
)
な

ど
少
年

も

の

に
も
傑

作

が
多

い
。　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

(二
L
洋

一
)

　

横

山

銀

吉

蓑

叢

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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横

山

青

蛾

鳳
轟

ま
　

一
九

〇

一
～
八

一
(明

34
～
昭

56
)
　

詩

人

、

国
文
学

者
。

本
名

信
壽

。
高

知

県
生

ま
れ
。
早
稲

田
大

学

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

国

文
科

卒
業

。

一
九

二

一
年

、
西

条

八
十

に
入
門
。
詩

誌

「
愛

誦

」

「棕

梠

の
樹

」

の
編
集

に
携

わ
り

な

が
ら
詩

・童

謡
を
書

い

　

　
　

　
　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

た
。

二
六
年

、
童

謡
詩

人
会

に

入
会
。

そ

の
後

雑
誌

「
乳
樹

」

　

　
「
コ
ド

モ
ノ
ク

ニ
」
な

ど

に
童
謡

を
発

表
。
童

謡
集

『
栴
檀

の

花

』
(
一
九
三

一
)
の
ほ

か

『
日
本
童

謡

十
講
』
(二
九
)
を

著
し

た
。

昭
和
女

子
短

大
教

授
を

務

め
、
文
学

博
士

。
『黄
金

の
灯

台
』
(
二

三
)
な
ど

の
詩
集

の
ほ
か

国
文
学

関
係

の
著

書
も
多

い
。

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
(畑
中
圭

一
)

　

横

山
美

智

子

縁
巽

ま
　

一
八
九
五

～

一
九
八
六
(明

28

～
昭
61
)

小
説
家

、

児
童
文

学
作

家
。

広
島

県
尾

道

市
生
ま
れ
。

子

ど
も

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

の
こ
ろ
か

ら
書
物

に
親
し

み
、
「
少
女

の
友
」
な
ど
を
愛

読
す

る
。

一
七

歳

の
時

、
尾

道

高
女
在

学
中

に
家

族

の
反
対
を

押
し

切

っ

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

て
上

京
、

一
時

「
少

女

の
友

」

編
集

人
東
草

水
宅

に
起
居

し

て

同
誌

へ
の
投

稿
を

は

じ
め

る
。

一
九

二
五

年
ご
ろ

か
ら
長

期

の

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

連
載

読

み
物
を

担
当

、
同

時

に

「
少

女
倶

楽
部
」

へ
の
執
筆

も

は
じ

ま

っ
て
少

女
小

説
作
家

と

し

て

の
地

位
を
確

立
し
た
。

ま

　

　
　

　
　

　
　

　

　

た
、

一
九

年

に
は
、

横

山
銀
吉
夫

人

と
し

て
雑
誌

「
金

の
船
」

　

　
　

(
"
「
金

の
星
」)
の
発

行

に
深
く

か

か
わ

る
。
三
四
年
、
「
大

阪
朝

日
新

聞

」

の
懸
賞

小
説

に
応
募

し

て

一
等

を
獲

得
、

翌
年

同
紙

に
発
表

さ
れ

た

入
選
作

『
緑

の
地
平

線
』

は
た

ち
ま

ち
全

国

の

話
題

を

さ
ら

っ
た
。

そ

れ
と
相

前
後

し

て
、
雑

誌

「
キ

ン
グ
」

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

を
中

心

に
大

人
向

き

の
家

庭

小
説
を

数
編

執
筆

、
ま

た
、

黒

田

　

　
　

　
　

　
　

　

道
夫

の
筆
.名

で

「
少
年

倶
楽
部

」

「
キ

ン
グ
」

な
ど

の
少
年

誌
、

男

性
誌

に
も

若
干

の
作

品
を
発

表

し
た
経

験
を

も

つ
が
、

そ

の

本

領

は
や

は
り
少

女
小

説

に
あ

っ
た
よ
う

だ
。

代
表

作

に
長
編

小

説

『嵐

の
小
夜
曲

』
(
一
九
三
〇
)
、

『紅

薔
薇

白
薔

薇
』
(
三
四
)
、

短

編
集

『
級

の
光

り
』

(
二
七

「少
年
倶
楽
部
」
掲
載

の
作
品
を
含

む
)
な

ど
、
い
ず

れ
も
困

難
な
家

庭
状

況

に
あ

る
少
年

少
女

が
、

数

奇
な

運
命

に
も

て
あ

そ

ば
れ
な

が
ら
も

懸
命

に
生
き

る
姿
を

描

い
て
、
読

者

の
強

い
支
持

を
得

た
。

戦
後

も
引

き
続
き

少
女

小
説

の
創
作

を
続

行
す

る

が
、
講
演

な

ど
社

会
的

活
動

の
機
会

の
増
え

る

に
従

っ
て

『
山
鳴
り

』
(五
三
　
前
年

の

「毎
日
中
学
生

新
聞
」
に
連
載
)
な
ど

の
教
育

的
読

み
物

が
目

立

つ
よ
う

に
な

っ

た
。
　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

(横
川
寿
美
子
)

　

横

山

光

輝

鼕

籌

　

一
九
三
四
～
　

(昭

9
～

)

漫

画

家

。

本

名

光
照

。
神

戸
市
須

磨

区
に
生

ま
れ

、
神

戸
市

立
須
磨

高
校

卒

業
。
銀

行
、
映

画
会

社
勤

務
を

経

て
、
漫

画
家

と
な

る
。
『
音

無

し

の
剣

』
(
一
九
五
四
)
で

ス
タ

ー
ト

を
き

り
、
そ

の
後

雑
誌

に

転
じ

て
、

『
鉄
人

28
号

』
(五
六
)
、
『
伊
賀

の
影

丸
』
(六

一
)
、
『
水

滸

伝

』
(
六
七
)
な

ど

の
少
年

漫
画

、

『
お
て

ん
ば

天
使
』
(五
九
)
、

『魔

法
使

い
サ
リ
ー

』
(六
六
)
な
ど

の
少

女
漫

画
を

描

い
た
。
わ

か
り

や
す

い
ス
ト

ー
リ

ー
展
開

と
娯
楽

性

の
強

い
作
風

に
特

色

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(竹
内
オ
サ
ム
)

　
横

山

隆

一

鍵

護

ち
　

一
九

〇

九
～

(
明

42
～

)

漫

画

家
。
高

知

県

に
生
ま

れ
る
。

中
学

卒
業

後

上
京

し
、
川

端
画
学

校

に
学

ぶ
。

一
九
三

二
年

「
新

漫
画

派
集

団
」

結
成

に
参
加

。

代
表
作

『
フ
ク
ち

ゃ
ん
』
は
、

三

六
年

一
月
よ

り

「
朝

日
新
聞

」

に
連

載

の

『江

戸

っ
子
健

ち

ゃ
ん
』

の
脇

役
と

し

て
登

場

し
、

戦
後

は

「
毎

日
新
聞

」

に
再
登

場
し

て
七

一
年

五
月

三

一
日
ま

で
五
五
三

四

回
続

い
た
。
ほ
か

に
『
デ

ン
ス
ケ
』
『百
馬

鹿

』
『
ぺ

子

ち

ゃ
ん
』
、

ア

ニ
メ
作

品
と

し

て

『
お

ん
ぶ

お
ば

け
』
、

漫
画

集

『
勇
気

』

(
一
九
六
六
)
な

ど

が
あ

る
。
　

　

　

　

(川
勝
泰
介
)

　
与

謝

野

晶

子

舷
藹

　

吉

江

孤

雁

就

版
　

一
八
八
〇
～

一
九
四
〇

(明
13
～
昭
15
)

仏

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
か
ま
つ

文

学

者
、
文

芸
評

論
家

。
本
名

は
喬

松
、

長
野

県
塩

尻

に
生
ま

れ
、

一
九

〇
五
年

早
稲

田
大
学

英
文

科
卒

業
。

編
集

者
を

経
て

母
校

の
講

師
、
教

授
。

一
六

～
二

〇
年

の

フ
ラ

ン
ス
留
学
中

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

見
聞

や
古

い
物

語

の
紹

介
を
雑

誌

「
童

話
」
な

ど

に
発
表
。

著

書

に

『
仏
蘭

西
印

象
記

』
(
一
九
二

一
)
、
童

話

『
角
笛

の
ひ
び
き
』

(二
五
)
ほ

か
、
死
後
、
研

究
業
績

を

ま
と

め
た

『
吉
江
喬

松

全
集

』

全
八

巻

(
四

一
～
四
三
)
が
刊
行

さ
れ

た
。　

　

　

　

(佐
藤
宗
子
)

　

吉

岡

郷

甫

甃

鰺

　

一
八
七
六
～

一
九
三
七
(明
9
～
昭
12
)

国
文

学
者

。
向

陽
と

号
す
。

山

口
県
吉
敷

郡

に
生

ま
れ
、

東
京

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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大
学

国
文

科
を

卒
業
。

文

部
省

の
国

語
審

査
官

や
視
学

官
を

経

て
、
第

五
高
等
学

校

や
東
京

女

高
師

な

ど

の
校

長
を
歴

任
。

一

九

〇
四
年

か
ら

使
用

の

『
尋
常

小
学

読
本

』
を

編
集

し
、

口
語

文

を
全
巻

採

用
と
し

た
。

そ

の
著

『
日
本

口
語
法
』
(
一
九
〇
六
)

や

『
文
語

口
語

対
照
法

』
(
一
二
)
は
世

の
注

目
を
集

め
た
。
ま
た

、

『家

庭

お
伽
噺

』
全

五
〇

冊
を

企
画

し
、

日
本

編
と
外

国
編

各

一
編
ず

つ
を

一
冊

に
収
め

、

明
治

お
伽
噺

界

に
新
鮮
な

刺
激

を

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

与

え
た
。

『家
庭

お

伽
文
庫

』
(
=

)
を
高

野
辰

之
と

共
著

で
刊

行

。
ま

た
、

児
童
読

み
物

叢
書

の
監
修

に
当

た

っ
て

い
る
。

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(弥
吉
菅

こ

　
吉

川
英

治

君
勝

わ
　

一
八
九
二
～

一
九
六
二
(明
25
～
昭
37
)

　
　

　
　

　

　
ひ
で
つぐ

小
説
家

。
本

名
英
次

。
神

奈

川
県

の
生

ま
れ
。

父
親

の
事
業

の

失

敗

か
ら
小
学

校
を

卒
業

し

た

の
み

で
印
刷

工
そ

の
他

の
職

業

を

転

々
と
し

な

が
ら
文
学

書
を

読

み
あ

さ

っ
た
が
、
『
江

の
島

物

語
』
を

「
講
談
倶

楽
部

」
に
投
稿

入

選

(
一
九

一
四
)
、

さ
ら

に

一

九

二
〇
年
懸

賞

に
応

募

し

『
馬

に
狐

を
乗

せ
物

語
』
(「面
白
倶
楽

部
」
)
、
『縄

帯
平

八
』
(「講
談
倶
楽
部
」)
、
童
話

『
で
こ
ぼ

こ
花

瓶
』

　

　
(「
少
年
倶
楽
部
」)
の
三

作
す

べ
て

が

入
選

し

た
。

そ

の
後

東

京

毎
夕

新
聞

の
記
者

を
経

て
作
家

生

活

に
入

る
。

二
五
年

『
坂
東

侠
客
陣

』

の
連
載

で
人
気

を

博

し

「少

年
倶

楽
部
」

に

『
神
州

天
馬

侠
』
を

起
筆

し

て
大

衆

文
壇

の
第

一
人
者
と

な

っ
た

。
三

五
年

よ
り

「
朝

日
新
聞

」

に

『宮

本

武
蔵
』

を
連
載

す

る
が
、

本
作

品
を
境

に
吉

川
作

品

は
二
期

に
分
け

ら
れ

る
。
前
期

は

『鳴

門
秘

帖
』

に
代
表

さ
れ

る
伝

奇
的

傾
向

、
後

期

は

「
武
蔵

」

に

み

る
求
道

的
性

格
だ

が
、
同

時

に

こ

の
傾

向

は
日
本

歴
史

や
占

典
、

日
本

人

へ
の
模
索

探
求

と

な
り

、

そ
れ

が
巧

み
な

ス
ト
ー

リ

ー
づ
く

り
と

相
ま

っ
て
『
新
書

太
閤

記
』
『柳

生
石

舟
斎

』
『高

山
右

近
』

な

ど

の
著

と
な

っ
た
。

吉

川
文

学

に

一
貫

し

て

い
る

も

の
は
庶

民
性

だ

が
、
そ

の
思

想

の
明
確

単
純

、
向

上

心
、
表

現

の
平

明
さ

は
、
中
学

生

な
ど

に
も

十

分
理
解

可
能

で
あ

り
、

と

り
わ

け

『宮

本
武

蔵
』

な
ど

は
戦

時

下
、
戦

場

に
赴
く

若
者

た

ち

の
精

神
的

支
柱

と
な

っ
て

い
た
。

つ
ま

り
国

民
文
学

的
広

が

り
を
も

つ
作

家

で
あ

っ
た
と

同
時

に
、

そ

の
大
衆

性

の
ゆ
え

に
、
体
制

に
利

用
さ

れ

る
危
険

を
も

有
す

る
作

家

で
あ

っ
た

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

吉
川

の
少

年
少

女

小
説

は

『神

州

天
馬
侠

』

『
天
兵
童

子

』
(
「少
年
倶
楽
部
」
)
、

『
月
笛

日
笛

』

『
左
近

右
近

』

　
　

(
「少

女
倶
楽
部
」
)
ほ
か
多

数

あ

る
。

そ

の
文

体

は
従

来

の
書

き

講

談
的

少
年

小
説

に
近
代

小
説

的

描
写

を
取

り

入
れ
、

歴
史

的

事

実
を

巧

み
に
背

景
と

し

て
生
か

し
、
架

空

の
少

年
少

女
を

主

人

公
と

し

て
、

ア
ク

シ

ョ
ン
ド
ラ

マ
風

で
あ

る

と
同
時

に
成

長

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

小

説

風
に
長

編
構

成
を

と
る

と

こ
ろ

に
特
色

が
あ

る
。
「
少
年

世

界

」

に
連
載

さ
れ

た

『龍
虎

八
天

狗
』

な

ど
は

四
八

回

の
長

期

に
わ

た

っ
て

い
る
。

[宮
本

武
蔵

]
栃
麓

と
　

長
編

小
説

。　
一
九

三
五
年

八

月
二
三

日

～
三

九
年

七
月

一

一
日

「
朝

日
新

聞
」

に
連

載
。

一
生
を
剣

一

筋

に
生
き
、
自
己

に
勝

ち
、
人
生

に
勝

利
を

収

め
る
男

の
物

語
。

た
け

ぞ
う

と
呼

ば
れ

た
青
年

武
蔵

が

、
幼
友

達

の
本

位
田

又
八

と
関

ヶ
原

合

戦

で

敗

兵
と

な

る

と

こ
ろ

か

ら

物

語

は

は

じ

ま

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ヨシ カ ワ コ ウ

る
。
清

純
な

乙
女

お
通

、
沢
庵

和

尚
ら

と

の
か
か

わ
り
、

そ

し

て
さ

ま
ざ
ま

な
試

練

の
中

か

ら
剣
客

宮
本

武
蔵

が

生
ま

れ
、

剣

禅

一
如

へ
の
道
を

歩

む
。

豊
前

の
船

島

で

の
佐

々
木

小
次

郎

と

の
決

闘
な

ど
活
劇

シ

ー

ン
も
あ

っ
て
、

昭
和

一
〇
年

代

の
多

く

の
少

年

の
心
を

と
ら
え

た
。

【参
考
文
献
】
二
上
洋

一
『少
年
小
説
の
系
譜
』
(
一
九
七
八
　
幻
影
城
)、

高
橋
康
雄

『少
年
小
説
の
世
界
』
(
一
九
八
六
　
角
川
選
書
)　
(浜
野
卓
也
)

　
吉

川

孝

一

瀦

嬬

吉

澤

廉

三

郎

姪

鶯

ろ
う
　

一
八
九

三
～

一
九

六
七

(明

26
～
昭

42
)　

洋

画
家
、
童
画

家
。
新
潟

県
小

千
谷

に
生
ま

れ
、

一
九

一

六
年
東
京

美
術

学
校

卒
業

後

ア
ポ

ロ
社

に
て
ポ

ス
タ

ー
な

ど
を

　
　
　
　

　
　
　

　

制
作
。

三
〇
年

「キ

ン
ダ

ー
ブ

ッ
ク

」

の
主

要
執

筆
者

と

な

っ

た
が
、
美

校
時
代

よ

り
定
評

の
あ

っ
た
デ

ッ
サ

ン
カ

に
よ

り
「
主

婦
之
友

」
の
表
紙
他

、

「家

の
光

」
な

ど

の
挿

絵
も

執
筆

。

戦
後

　
ホ
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　
　　　　
　　　　
　　　

は

フ
レ
ー

ベ

ル
館
、

講
談

社
、

小
学

館

ほ
か

の
児
童
雑

誌

、
単

行

本

に
多

数
執

筆
、

『
し

ゅ
ば

い

つ
あ

ー
は

か
せ

』
(裏
表
紙
原
画

は
シ

ュ
ヴ

ァ
イ

ツ
ァ
ー
家
所
蔵
)
は
代

表
作

。　
　

　

(久
保
雅
勇
)

　
吉

田

一
穂

斃

銃
い
　

一
八
九
八
～

一
九
七
三
(明
31
～
昭
48
)

詩

人
。
北
海

道

(
上
磯
郡
木
古
内
町
)
に
生
ま

れ

る
。
早
稲

田
大
学

英

文
科

中
退

。
在
学

中

に
横

光
利

一
ら

の

「詩

の
会

」
に
参

加
、

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

　

同

人

と
な

る
。
大
学

中

退
後

、
自

活

の
た
め

実
業
之

日
本

社
発

行

の
幼

少
年

雑
誌

に
童

話
、
童

謡
を

寄
稿

す

る
。
二
四
歳

の
春
、

　北
原
白

秋
を

訪
ね

知
遇
を

得

る
。

一
九

二
四

年

に
は
じ
め

て

の

童

話
集

『海

の
人

形
』
を

出

し
た

翌
年

、
処

女
詩
集

『海

の
聖

母
』
(
一
九
二
五
)
を

上
梓

し
、
詩

人

と
し

て

の
地

位
を

確
立
。
著

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

メ
ル
ヘ
ン

者

自
身

同
書

の
叙

次

で
初
期

詩
編

に
触

れ

て

「
憧

憬
と
追

想
、

メ
ル
ヘ
ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

リ

リ
ツ

ク

童

話

の
感
傷

的
な
夢

多

き

日

の
叙
情

詩

」
と

記
し

て

い
る
が
、

か
た

わ
ら

で
書

い
た
童

話
、

童
謡

も

そ

の
発

想

に
お

い
て
同
根

の
も

の
と

思
わ

れ
る
。

『
海

の
聖

母
』
は
、
浪

漫
的

抒
情

の
秩
序

あ
る

表
現

に
お

い
て
、

鮮
麗

な

タ

ッ
チ

の
作

品

と
し

て
反

響
を

呼

び
、

ロ
マ
ン
テ

ィ
シ
ズ

ム

の
新

し

い
展
開

と

し
て
注

目
さ
れ

た
。

こ
う

し
た
美

の
思
考

か
ら

し
だ

い
に
思

念

の
結
晶

へ
と
向

か

い
、

『吉

田

一
穂

詩
集

』
(五
二
)
で
古

典
的

、
高

踏
的
な

詩

風

へ
と

展
開

し

て

い

っ
た

。
詩

集

に
は

ほ
か

に

『故

園

の
書
』
(三

〇
)
、

『稗

子
伝

』
(三
六
)
、

『
未
来

者
』
(四
八
)
、
詩

論
集

に

『
黒

潮

回
帰
』

(四

一
)
が
あ

る
。

ま
た

童
話
集

に

『
銀
河

の
魚

』

(四

こ

、
『
ヒ

バ
リ

ハ
ソ
ラ

エ
』
(同
)
、

『
か
し

の
木

と
小
鳥

』
(四
四
)

が
あ

る
。

な
お

戦
時
中

に
編

集

さ
れ

た
金
井

信

生
堂
絵
本

『う

し

か

ひ
む
す
め

』
(四
七
)
の

一
行
詩

は
特

記
さ

れ

て
よ

い
。
七

〇

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ヨシ タケ ンシ

年

に
作

品
集

『吉

田

一
穂
大

系
』

全
三

巻
を

刊
行
、
童

話

を
含

め

た

こ
れ
ま

で

の
作

品

の
集

大
成

し

た
も

の
で
あ

る
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　
(吉
田
定

一
)

　
吉

田
甲
子

太

郎

瀧

姨
ろ
う
　

一
八
九
四
～

一
九
五
七
(
明
27
～
昭

32
)

作

家
、
翻
訳

家
。
群
馬

県
北

甘
楽

郡

に
生
ま

れ
る

が
、
幼

児

期

に

一
家

で
上

京
。

立
教

中
学

を
経

て
、

早
稲

田
大
学

英
文

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　　　　　　
　　　　　　　　　

科

卒
。

大
学

在
学

中

は
、
浜

田
廣

介
、

水

谷
ま
さ

る
ら
と

同
人

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

誌

「基

調
」

に
拠

っ
て
活
動

。

ま
た
、

山
本

有
三

に
出
会

い
、

師
事
す

る
。

卒
業

後
、

立
教

中
学

の
英

語
教

諭

に
な

る

が
、

か

た
わ

ら
、
雑

誌

「
新
青

年
」

に
英

米

の
探
偵

小
説
を

数
多

く
訳

　

　

　

出

、
坪

田
譲

治
ら

と
同

人
誌

「鉄

槌
」
に
も

加
わ

る
。

や

が

て
、

教

師
を

辞

め
て
、

文
筆

生
活

に
専

念
。

一
九
二
七
年

に
は
、

は

　

　
　

　

じ
め

て

「
少
年

倶
楽

部
」
に
少

年
小

説
を

発
表

(『茂
助
と
新

八
郎
』

一
～
二
月
)
。
以

後
、

同
誌

に

『
不
滅

の
友

情
』

(二
九

・
一
二
)
、

『
負

け
な

い
少
年

』

(
三
六

∴

二
)
、

『
サ

ラ

ン
ガ

の
冒
険

』

(三

九
・
一
一
～
四
〇
・
一
〇
)
と

い

っ
た
再

話
も

の
や
、
朝

日
壮

吉

の

筆

名

に
よ

る
短

編
小

説

『秋

空
晴

れ

て
』

(三
八

・
一
〇
)
、

『
輝

く

友
情

』

(三
九
)
、

『白

い
封
筒

』

(三
九
)
な
ど
を
書

く
。

三

二

年

、
山
本
有

三

が
創
設

し
た

明
治

大
学

文

芸
科

の
教

授

に
な

る
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

有

三

総
編
集

の
新

潮
社

版

『
日
本

少

国
民

文
庫
』

全

一
六
巻

の

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

編
集

企
画

に
も
協

力
。

戦
後

は

、
児
童

雑

誌

「銀

河
」
創
刊

(四

六
)
の
企

画

に
参

加
。
ヤ

マ
ネ

一
家

の
子

ど
も
た
ち

を
登
場

さ

せ

た
連
作

短

編
集

『
兄
弟

い
と

こ
も

の
が
た
り

』
(
四
八
)
は
、

彼

の

代

表
作

と

な
る
。

吉

田

の
少

年

小
説

は
、

友
情

や
正
義

と

い
う

テ
ー

マ
を

、
平

易

で
明
晰
な

文
章

で
描

く
と

こ

ろ
に
特

色

が
あ

り
、

ど

の
作

品
も

読
後

感

は
さ
わ

や

か
だ
。
　

　

　

(宮
川
健
郎
)

　

吉

田
絃

二
郎

臆
榛

ろ
う
　

一
八

八

六
～

一
九

五
六

(明

19
～
昭

31
)　

小
説
家

、
随
筆

家

、
児
童

文
学

作
家

。
本
名

源
次

郎
。
佐

賀

県

に
生

ま
れ

、
早

稲
田
大

学
英

文
科

卒
業

。

一
九

一
七
年

発

表

の
小
説

『島

の
秋

』

で
文

壇

に
認

め
ら
れ

、
母

校
早

大

の
講

師
を

し
な

が
ら

『清

作

の
妻
』
(
一
九

一
八
)
、

『
彼
岸

詣
り

』
(
一

九
)
、

『大

谷

刑
部

』

(二
五
)
、

『
二
条
城

の
清

正
』

(
三
三
)
な
ど

の
作

品
を

発
表

。

『小

鳥

の
来

る
日
』

(二

一
)
、

『草

光

る
』

(二

三
)
な

ど

の
感
想

集

は
大

正
末

か
ら

昭
和

初

期

の
若

い
読

者

を

魅
了

し
た

。
絃

二
郎

は
早
く

か
ら

児
童

文
学

に
も

関
心

を
示

し
、

一
六

年

か
ら
童

話
や

少
年

少
女
小

説
を

書
き

出

し

て

い
る

。
発

　

　
　

　

　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　

表
誌

は
、

「
日
本

少
年

」

「金

の
船

」
(
冂

「金

の
星
」
)
「
赤

い
鳥
」

な
ど

で

『
清
坊

と
三

吉
』

『
焼

パ

ン
を

踏
ん

だ
娘

』

『柿

丸

と
梨

丸
』

『
天

ま

で
と
ど

け
』

『
仔
馬

は
帰

り
ぬ
』

『浜

の
父

と

子
』
な

ど

が
代
表

的
作

品

と
し

て
あ
げ
ら

れ
、
高

い
評
価

を
得

て

い
る
。

中

で
も

『
仔
馬

は
帰

り
ぬ
』
は
文
部
大

臣
賞

(
四

一
)
を

受
賞

し

、

『
天
ま

で
と

ど
け
』

は
、

日
本
名

作
童

話

シ
リ

ー
ズ

の

一
つ
と

し

て

テ

レ
ビ

朝

日
二

〇

周

年

記

念

番

組

(
七
九
)
で
放

映

さ

れ

た
。

絃

二
郎

の
児
童

文
学

作
品

は
、
作

者
自

身

の
体

験

か
ら
く

る
も

の
と
、
古

典
も

の
の
翻
案

や
説

話
的

な
も

の
と

の
二
系

列

が
あ

る
。

そ

の
作

品
は
、

人
生
詩

人

と
称

さ
れ

る
よ

う

に
、
人

道
・王
義
的

な

隣
人
愛

を
も

っ
て
真

実

の
愛

の
世

界
を

描

こ
う

と

す

る
と

こ
ろ

に
特
徴

が
あ

る
。
「
よ
ろ

こ

び
と
光

り
と

信
頼

と
あ

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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こ
が
れ
」

は
、

絃
二
郎

の
児
童

文
学

を
創

作
す

る
態
度

に

つ
い

て
の

モ

ッ
ト

ー
で
あ

っ
た
。
　

　

　

　

　

　

　

　

(原
岡
秀
人
)

　
吉

田

小

五
郎

は
湊

う
　

一
九
〇
二
～
八
三

(明

35
～
昭
58
)

キ

リ

シ
タ

ン
史
研

究
家

、
教
育

者

。
新

潟
県

柏
崎

市

に
生
ま

れ
、

慶
応

大
学

史
学

科
卒
業

。
慶

応

幼
稚

舎
教

員
と

な
り
、

慶
応

幼

稚
舎

長
、
慶

応

大
学

文
学

部
講

師
を

歴
任

。

パ
ジ

ェ
ス
著

『
日

本

切
支

丹
宗

門
史
』

の
翻

訳

に
よ

り
国

民
学
術
協

会

の
表
彰

を

受

け
る
。

代
表

著
作

に

は

『
日
本

切
支

丹
宗

門
史
』

(
一
九
三
八

～
四
〇
)
の
ほ
か

に

『キ

リ

シ
タ

ン
大

名
』
(五
四
)
、

『
ザ

ヴ

ィ

エ

ル
』
(五
九
)
な

ど
が
あ

り
、

児
童
書

に
は

『東

西
物

語
』
(
四
〇
)
、

『
キ
リ

シ
タ

ン
物
語

』

(
四
九
)
な

ど

が
あ

る
。　

　

(桑
原
三
郎
)

　
吉

田
新

「

は
盤

ち
　

一
九

三

一
～
　

(昭

6
～

)

英

文

学

者

、
評
論

家
、
翻
訳
家

。
東
京

に
生

ま
れ

、
立
教

大
学

文
学

部
、

同
大

学
院

卒
。

一
九

六

一
年

か
ら

母
校

で
教
鞭

を
執

り
、

英
米

児
童

文
学

を

講
じ

る
。
イ

ギ

リ

ス
児

童
文

学
学

会
会

長

(
一
九
七

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

七
～
八
四
)
を

は

じ
め

日
本
児

童
文

学
学

会
、
日
本
国

際
児
童

図

書

評
議

会
な

ど
多
数

の
団

体

理
事
を

兼

ね
る
。

そ

の
児
童

文
学

研

究

の
視
野

は
広
く

、

と
く

に
そ

の
分
析

的
絵

本
研

究

に
は
定

評

が
あ

る
。

『イ

ギ
リ

ス
児
童

文
学

論

』
(
一
九
七
八
)
、

『絵
本

の

愉

し

み
』
(
八

一
)
、

『
絵
本

の
魅
力

』

(八
四
)
の
著
書

の
ほ
か
、

ネネ

ズ
ビ

ッ
ト

の
『
宝

さ

が
し

の
子
ど
も

た
ち

』
(七
四
)
な

ど
訳
書

も

多
数

。　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

(中
野
節
子
)

　
吉

田

タ

キ

ノ

ね
繋

　

一
九

一
七
～
　
(大

6
～

)
　

児

童

文

学

作
家

。
岩

手
県
宮

古

市
生

ま
れ
。

宮
古

高
女

卒
。

一
九

四

〇

年
上
京

。

四
六

年

「
文
芸
首

都
」

の
投
稿

会
員

と

な
り

、
数

年

後

井

野
川
潔

主

宰

の
新
作
家

協
会

に
転

じ
て

小
説

の
勉

強
を
す

る
。

市
川

市

に
移
り

、
化
研

病
院

で
医
療

労
働

に
従
事

。
同
病

院
内

で
同

人
雑

誌

「投

影
」

を
創

刊
。

の
ち

に

「
日
通

文
学

」

会
員

と
な

り
、

同
誌

に
連
載

の
長

編
小

説

『
光

の
よ
う

に
風

の

よ
う

に
』
を

六

二
年
出

版
し

、
中
島

健
蔵

ら

か
ら
好

評
を

受
く

。

　

　
　

　
　

　

こ

の
こ

ろ
、
早

船
ち

よ

に
勧

め
ら

れ

て
児
童

文
学

を
書

き

は
じ

め

る
。

「
児
童
文

学
も

〈
文
学

〉
だ

か
ら

迎
合

的
な

こ
と

は
や

る

ま

い
」
と

い
う

の
が
児
童
文

学
執
筆
・の
心
構

え
と

し

て

い
る
。

彼
女

の
詩
情

豊

か
な
作

品

は
、
東

北

の
郷

土

に
根

ざ
し

た
世

界

を
描

い
た

も

の
が
多

い
が
、

単
な

る
郷

十
的

文
学

に
と

ど
ま

る

も

の
で

は
な

く
、

そ

れ
を

通

し

て

深

い
人
間

探

究

の
文
学

に

な

っ
て

い
る
。
主

な
著
書

に
、
『
ざ

し
き
わ

ら

し
』
(
一
九
七
〇
)
、

『ま

た
来

た
万

六
』

(七
二
)
、

医
療

労
働

の
体
験

を

生

か
し

た

『終

わ

り

の
日

』

(
八
六
)
な

ど
が
あ

る
。
　

　

　

(五
+
嵐
康
夫
)

　

吉

田

定

一

鴛
躍

ち
　

一
九
四

一
～
　
(
昭
16
～
　

)

詩

人
、
評

論
家

。
大

阪
府

に
生

ま
れ

る
。
大

阪
外
国

語

大
学

中
退

。
詩

人

　與

田
凖

一
に
私

淑

し
、
児
童

図
書

編
集

者
を

経

て
創
作

活
動

に

入

る
。
詩

誌

「
ぎ
ん
や

ん
ま
」
に
編
集

同
人

と

し

て
参

加

(
一
九

七
四
)
。

一
九
七

六
年

に
尾
上

尚
子

ら
と

同
人
詩

誌

「
す

ふ

い
ん

く
す

」
を

創
刊

、

一
〇
号

で
終
刊

後
、

「
ラ

ル
ゴ
」

「
極

光
」

同

人
。

詩
集

『
海

と
オ

ー
ボ

エ
』
(
八

一
)
で
野
間

児
童

文
芸

推
奨
作

品
賞

受
賞

。
童

謡
集

『
よ
あ

け

の
こ
う
ま

』
(
八
五
)
、

評
論

『
与

田
凖

一
論

』
な

ど

の
ほ
か
、

絵
本

も
多

数
あ

る
。
　

(尾
上
尚
子
)

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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吉

田

と

し

は
巳
だ
　

一
九
二
五

～
　

(大

14
ザ

)

児
童

文

学

作

家

。
富

十
市

に
生
ま

れ
、

県

立
富

十
高
女

か
ら

日
本
女

子
大

学

校

進

み
、

休
学

、
復

学

の
後

一
九

四
八

年
中
退
。

同
年

、
処

女
作

『追
憶

に
君
住

む
限
り

』
を

世

界
社

よ
り
出

版
。

日
本
文

学

協

会
書

記
局

に
勤
務

の
か
た

わ
ら

、
婦
人

雑
誌
な

ど

に
小
説
、

評
論

な
ど
を

発
表

し

て

い
た

が
、

五

三
年
療

養
生

活
を
契

機

に

　

　
　

　
　

　

　
　

　

児
童

文
学
を

志

し
、
岩

崎
京

子

ら

の
呼

び
か
け

に
応

じ

て

「
童

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

話

の
会
」
創

立

に
参
画

、
五

八
年

に
は
斎

藤
尚
子

、
立
原

え
り

か
ら

と

「
だ

・
か
ぽ
」

を
創

刊
す

る
。

同

誌

に
連
載

し
た

『
少

年

の
海
』

(
一
九
六

一
)
、

『
巨
人

の
風
車

』

(六
二
)
が
続

い
て
出

版
さ

れ
、
児
童
文
学

作
家

と

し

て
本
格

的
な

ス
タ

ー
ト
を
き

る
。

『少

年

の
海

』

は
李

承
晩

ラ
イ

ン
を

め
ぐ

る

日
本

と
韓
国

の
関

係

を

背
景

に
し
、

ま

た

『巨

人

の
風
車

』

は
、
ポ

ル
ト

ガ

ル
の

独
裁

政
権

に
抗

し

て
こ

の
前

年

に
起

こ

っ
た

サ
ン
タ

・
マ
リ

ア

号
事

件
を
題

材

に
す

る
な

ど
、

グ

ロ
ー

バ

ル
な
視
点

と
、

物
語

と
し

て

の
ス

ケ
ー

ル
の
大
き

さ

は
、

同
時

期

の
若

い
書
き

手
た

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ち

の
中

で
も

出
色

で
あ

り
、
注
目

さ
れ

た
。
そ
の
後
、
講
談

社
、

　

　
　

　

学

研

、
小
学

館
な

ど

の
雑
誌

に
作

品

を
発

表
、

こ
れ
ら

の
多
く

は

ジ

ュ
ニ
ア
向

け

の
少

女
小

説

が
多
く

、

こ
れ
以
降

、

い
わ

ゆ

る

ジ

ュ
ニ
ア
小

説

と

児
童

文

学

を

並

行

し

て
書

き
続

け

て

い

る
。

『
小

説

の
書

き
方

』
(
七

一
)
、

『木

曜

日

の
と
な

り
』
(七
五
)

な

ど
で
は
、

思
春

期
を

迎
え

つ
つ
あ

る
少

年
少
女

の
心

の
揺
れ

や
成

長

が
リ

ア

ル
に
描

か

れ
、

ジ

ュ
ニ
ア
小
説

の
旗

手
ら

し

い

力
量

を
示

し

て

い
る
。

ま

た
、
前

者

は
作
家

志
望

の
少
女

の
創

作

ノ
ー

ト

の
形

で
ス
ト

ー
リ

ー
が
進

行

し
、
後

者

で
は
少

年

と

少
女

が
章

ご

と

に
語
り

手
を
交

替
す

る
な
ど

、
手

法
的

な
新

し

さ

も
そ

の
特
徴

の

一
つ
と

い
え

る
。
さ
ら

に
、
『
ぼ
く

の
お
や

じ
』

(
八

一
)
や

『家

族
』
(八
三
)
で
は
、

現
代

に

お
け

る
親
と

子
、
夫

と
妻

の
あ

り

よ
う

を

み

つ
め
な

が
ら
、

そ
れ

ぞ
れ

が
自

立
す

る

中

で
ど
う

家

族
と

し

て

の
関
係

を

つ
く

り
あ

げ

て

い
く

の
か
を

問
う

て

い
る
。

ま

た
後

者

で
は
富

士
山

の
米

軍
基

地

の
存

在

を

通

し

て
、

日
米

安
保

の
問
題
を

正

面

か
ら
見

据
え

る
な

ど
、

社

会

的

テ
ー

マ
の

一
貫
し

た
追
求

の
姿
勢

が

み
え

て

い
る
。

[
巨
人

の
風
車

]
曇

驢

の
　

長

編
児

童
文

学
。

同
人

誌

「
だ

・
か

ぽ

」

に
連
載

さ
れ

た
も

の
が
、

一
九
六

二
年

、

理
論
社

よ
り

刊

行
。

翌

年
第

一
回

N

H
K
児
童

文
学

奨

励
賞

を
受

賞
。

六

一
年

一
月
、

カ
リ

ブ
海

上

で
ポ

ル
ト
ガ

ル
の
豪
華

客
船

サ

ン
タ

・
マ

リ

ア
号

が

の

っ
と

ら
れ

た
事
件

を

題
材

に
、

こ
の
船

に
乗
り

合

わ

せ
た

マ
ヌ

エ
ル
少
年

が

=

二
日
間

の
航
海

の
中

で
、

革
命

派

の
人

々
と

の
交

流

を
通

し

て
彼
ら

の
目

的

や
行
動

の
意

味
を

理

解

し
、

共
感

し

て

い
く
様

が
描
か

れ

て

い
る
。
　

(藤
田
の
ぼ
る
)

　
吉

田

比

砂

子

嚇
襲

　

一
九

二
四
～
　

(大

13
～
　
)　

児
童

文

学

作
家

。
岡

山
県

上
道

郡

に
生
ま

れ
、

東
京

で
育

つ
。

東
京

府

立

第

一
高
女
卒

。

第

二
次
大

戦
末

期

に
渡
満

し
、

敗
戦

後
、

八

路

軍

の
晋

察

冀

辺
区

の
各

地

で
農

民

た
ち

と

生

活

を

と

も

に

し

、
三

年
を

経

て
帰
国

。

そ

の
後

文
筆

の
道

へ
進

み
、

中
国

で

の
体
験

を
も

と

に
描

い
た

『
雄
介

の
旅
』
(
一
九
六
〇
)
が
講
談

社

児

童
文
学

新

人
賞

。
釈

迦

の
説
教

の

エ
ピ

ソ
ー

ド
を
題

材

と
し

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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た

『
コ
ー

サ
ラ

の
王

子
』
(
六
三
)
が
第

一
〇

回
サ

ン
ケ
イ

児
童

出

版

文
化
賞

。
戦
争

激
化

時
を

舞
台

に
、

感
受

性
豊

か

な
少
女

の

成

長

の
過
程
を

描

い
た

『
マ
キ

コ
は
泣

い
た
』
(
七
五
)
が
第

二
五

回
小
学

館
文
学
賞

。
ほ
か

に
、
『
目

が
見
え

な
く

て
も

』
(
七
七
)
、

『
コ

ッ
ペ
が

飛
ん
だ
あ

』
(
七
八
)
な

ど
多

数
あ

り
、
翻

訳
も

手

が

け
る
。

小
説

に
は
、
南

原
湖

実

の
筆

名

で

『
な

に
を

見
ん

と

て

野

に

い
で
し

か
』
(
六
八
)
、

『
青
春

の
中

国

記
』
(七
四
)
が
あ

る
。

作

品

に
は

一
貫

し

て

ひ
た

む

き

な

生
き

方

へ
の
希

求

が

み
ら

れ
、
作
者

の
確

か
な
軌

跡

が
反
映

し

て

い
る
。　

(岩
崎
真
理
子
)

　
吉

田

瑞

穂

縁
醍

　

一
八

九
八

～
　
(
明
31
～
　
)

詩

人

、
児

童

詩
教
育

研
究

者
。
佐

賀
師

範
卒

業
後

、

上
京

し

て
第

三

大
島

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

小
学
校

に
勤
務

。
昭

和
初
期

に
お
け

る
生
活

綴
方

運
動

興
隆

期

に
、
"
都

会
派

"
同
人
誌

と
し

て

の

「
綴
方

行
動

」
を

創
刊

、
主

　

　
　

　
　
　

　
　

　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　ネ

宰

す

る
。

併

せ
て
、

千
葉
春

雄

の

「教

育

・
国
語

教
育

」
、

百

田

宗

治

の

「
工

程
」

(
の
ち
に

「綴
方
学
校
」

と
改
題
)
に
関
与
丶

卿

童
詩
教
育

を
中

心

に
活
躍
す

る
。

ま

た

一
方

、
自

ら

も
詩
作

を

行

い
、

『
僕

の
画
布
』

『
牡
蠣

と

岬
』

な
ど

の
詩
集

が
あ

る
。

戦

　

　
　

　

後
は
、

「
日
本
作

文

の
会
」
を

は

じ
め

と
す

る
国

語
教
育

界

の
諸

分
野

で
児
童
詩

教
育

に

つ
い
て

の
中

心
的

な
役
割

を

果
た

し
、

そ

の
興

隆

に
努

め
る
。

な

お
教
職

に
あ

っ
て
は
、

東
京

都

の
小

学

校
長

、
杉
並

区
立
済

美
教

育
研

究

所
長
を

歴

任
す

る
。

同
時

に
そ

の
こ
ろ

よ
り
少
年

詩

の
創
作

に
傾

注
、

『海

辺

の
少
年

期

』

(
一
九
六
七
)
を

は
じ

め
、
数
多

く

の
少
年

詩
集

を
出

す
。
そ

の
中

の
『
し
お

ま
ね
き

と
少
年

』
(七
六
)
で
、
芸
術

選
奨

文

部
大

臣
賞

を
受

け
る
。
　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

(畑
島
喜
久
生
)

　
吉

野
源

三
郎

　

臆
鮎

ぶ
ろ
う
　

一
八
九
九
～

一
九
八

=

明
32
～
昭

和
56
)　

評
論
家

、
作
家

。
東
京

生

ま

れ
。
東
京

大
学

哲
学

科
卒

。

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　ホ　　
　　　　
　　　　　　

明
治
大

学
教

授

と
な

る
。
山
本

有

三

が
企
画

し
た
新

潮
社

版

『
日

本
少

国
民
文

庫

』

の
編
集

主

任
を

務

め
、

そ

の

一
冊
と

し

て
、

中
学

生

の

コ
ペ

ル
君
を

主
人

公

と
す

る

『
君
た
ち

は
ど
う

生

き

る

か
』
(
一
九
三
七
)
を

執
筆

。
人
生

と
科

学
的

思
考

の
必
要

を

説

　
　
　

　
　

　

く
。

の
ち
、

岩
波

書
店

に

入
社
。

ほ

か
に
、

ド

ラ

・
ド

・
ヨ

ン

グ

の
翻
訳

『あ

ら

し

の
前

』

『あ

ら

し

の
あ
と

』
(五

一
～
五
二
)
、

伝
記

『
エ
イ
ブ

・
リ

ン
カ

ー

ン
』

(五
八
)
な

ど
。　

(宮
川
健
郎
)

　
吉

丸

一
昌

似
札
慧

　

一
八
七
三
～

一
九

一
六

(明
6
～
大
5
)

国
文
学

者
、

作

詞
家
。

大
分

県

臼
杵
市

生
ま

れ
。

東
京
帝

国
大

学
国

文
科
卒

業
。

一
九

〇

八
年
、

東
京

音
楽

学
校

教
授

と
な

り

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　

国

語
を

担
当
。

教

え

子

に
童

謡

運
動

の
作

曲

家

た

ち

(本

居
長

　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

世
、
弘

田
龍
太
郎
、
成
田
為
三
)
が

い
る
。
文
部

省

の
『
尋
常

小
学

唱
歌

』
編
集

委
員

と
し

て
作

詞

(
『
日
の
丸
の
旗
』
な
ど
)
。

『
中
等

音
楽
教

科
書

』
所

載

の

『浦

の
あ

け
く

れ
』

も
彼

の
作

詞

で
あ

る
。
代

表
作

『
早
春

賦
』

(中
田
章
曲
)
の
ほ
か
、

『
故
郷
を

離

る

る
歌

』
な

ど
も
愛

唱
さ

れ

て

い
る
。　

　

　

　

　
　

(小
山
章
三
)

　
吉

村

証

子

蕊

膀

　

一
九
二
五
～
七
九

(大
14
～
昭
54
)

読
書

運
動
家

。
東

京

生
ま
れ

。
津

田
塾

大
学

・
東

京
大
学

理
学

部
卒

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

業
。

一
九

五
六

～
七
九

年
津

田
塾

大
学

講
師

。
六

七
年

日
本

子

ど
も

の
本
研

究
会

創
設

に
参

加
。

六

八
年
科
学

読
物

研
究

会
創

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

設
代

表
と
な

る
。
児
童
向

け
科

学
読

み
物

の
向

上
普

及

に
活
躍
。

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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そ

の
業
績

を

た
た
え

八

一
年

吉
村

証
子

記
念

「
日
本
科

学
読

物

賞

」

が
設
定

さ
れ

る
。

蔵
書

は

「
吉
村

証
子

記
念

文
庫

」
と

な

り

、

こ
れ

が
中

心

と
な

っ
て
、
杉
並

区

立
中
央

図
書

館

に
児
童

資

料
室

(科
学
読

み
物
資
料
)
が

つ
く
ら

れ
た

。
著
書

『ち

ず
あ

そ

び
』
(
一
九
七
五
)
、
訳

書

『
た

し

か
め

て
み
よ
う

』
(
六
九
)
な

ど
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

(小
河
内
芳
子
)

　
吉

本

三

平

瀧

鏈

　
吉

屋

信

子

銃

論
　

一
八
九
六
～

一
九
七
三

(明
29
～
昭
48
)

小

説
家

、

児
童
文

学
作

家
。

長

野
県

に
生

ま
れ

る
。
地
方

官
吏

の

父

親
を
家

長

に
頂
く

典

型
的

な
男
尊

女

卑

の
家
庭

に
育

ち
、
「
婦

徳

」
を

強
要
す

る

母
と

の
葛

藤

が
、

の
ち

の
人
生
を
大

き
く
決

定

づ
け

た
。

小
学

生

の
こ

ろ
よ
り

読
書

に
親

し
み
、

栃
木
高

女

　
　

　
　

　
ホ　　　　　
　　　　　　
ホ

在
学

中

に

「少

女
界

」

「
少
女

世
界

」
へ
の
投

稿
を
開

始
。
女
学

　
　

　
　

　
　
　

　

ホ　　　　　
　　　　　　　　　
ネ

校

卒
業

後

に
上
京

、

「幼

年
世

界
」

「良

友
」

な
ど

に
童

話
を
書

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

い
て
稿

料
を

得
る

に
至

っ
た

。

一
九

一
六
年

に
は

「少

女
画
報

」

に
投

稿

し
た

『
花
物

語

第

一
話
鈴

蘭
』
が
採

用
と
な

り
、

少
女

小

説
家

と
し

て

の
第

一
歩

を
踏

み
出
す
。
続
く

一
九

年

に
は
「
大

阪
朝

日
新
聞

」

の
長

編
懸

賞

小
説

に
応
募

し

た

『地

の
果

て
ま

で
』
が

一
等

に
入
選

、
『
海

の
極

み
ま

で
』
(
一
=

)
、
『
女

の
友
情

』

(三
三
)
、

『
良
人

の
貞

操
』

(三
六
)
な
ど
を

書

き
、

そ

の
後

は
長

く

大

衆

小

説
と

少

女

小

説

の
両

道

を

歩

み

続

け

る

こ
と

に
な

る
。

初

期

の
小
説

『
屋
根

裏

の
二
処
女

』
(
一
九

二
〇
)
が
端

的

に

示

し

て

い
る

よ
う

に
、
男

が
支

配

し
女

が
服

従
す

る
関
係

を
極

端

に
嫌

悪
し

た
信

子
は
、

女

同
士

の
対
等

の
愛

情

に
人
間

関
係

の
理
想

を

み
て

い
た
。

こ

の
考

え

は
少
女

同

士

の

「
同
性

愛
」

と

い
う
直

接

的
な
形

を

取

っ
て
時

折
少
女

小

説

に
も

導

入
さ
れ

た

が
、

多
く

の
場
合

は
、

家
庭

や
学

校

を
舞

台

に
し
た
、

よ
り

日
常

的

な
少

女

の
悩

み
を

通

じ

て
表
現

さ
れ

て

い
た
。
す

な
わ

ち

、
当
時

の
大

方

の
少
女

小

説

の
主
人

公

が
し
ば

し
ば
彫

囲

の

男
性

の
補
佐
役

に
徹

す

る

こ
と

に
自
ら

の
存

在
意
義

を
見

い
だ

し

て

い
た

の
に
対

し
、
信

子

の
描

く
少

女

は
あ
く
ま

で
も

自
分

自
身

の
内
面

性

に
こ
だ

わ
り

、
自

分
自

身

の
力

で
そ

の
困

難
を

乗

り
越

え
よ
う

と

し
た

の
で
あ

る
。

こ

の
テ
ー

マ
は
長
編

作
品

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
ホ

に
お

い
て
よ

り
向

日
的

に
展

開
さ

れ
、

そ
れ

も

「少

女
倶

楽
部
」

連
載

の

『
七
本
椿

』
(
二
九
)
、

『
あ

の
道

こ

の
道

』
(三
四
～
三
五
)

　
　

　
　
　

　

ネ　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　ホ

な

ど
よ

り

は
、
内

山
基

の
編
集

の
も
と

に

「
少
女

の
友
」

に
連

載

し
た

『紅

雀
』
(三
〇
)
、

『
忘

れ
な
草

』
(
三
二
)
、

『
か
ら

た
ち

の
花
』
(三
三
)
、

『
乙
女

手
帖

』
(
三
九

～
四
〇
)
な
ど

に
よ

り
顕
著

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

に
現
れ

て

い
る
。

こ
れ

ら
は

中
原

淳

一
の
挿

絵
と

と
も

に
高

い

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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人

気
を
保

っ
て

い
た

が
、

そ

の
抒
情

性

が
時
局

の
検

閲

に
触

れ

て
、
四

一
年

に
は
掲

載
を

断
念

。
戦

後

は
『
徳

川

の
夫

人

た
ち

』

(
六
六
)
な

ど

の
大

作

の
陰

に
、
少

女
雑

誌

へ
の
執
筆

も

間

遠

と

な
る

が
、

「女

が
女

に
や

さ
し

く
す

る

こ
と
」
を

主

張
し
続

け

る

そ

の
姿
勢

は

ジ

ャ

ン
ル
を

超

え

て
貫

か
れ

て

い
た
。

七

二
年

、

結
腸

が
ん

の
診
断

が
下

さ
れ

、
翌
年

生
涯

の
同
姓

の
友

人
吉

屋

(旧
姓
門
馬
)
千
代

に

み
と
ら

れ

て
歿
す
。
遺

言

に
よ

り
、
土
地

家

屋
、
蔵

書
、
原

稿
な

ど

が
晩
年

の
居
住
地

鎌
倉

市

に
寄

贈
さ

れ
、

遺
宅

は

「吉

屋
信

子
記
念

館

」
と

な

っ
た
。

[花

物
語
]

帽
驚

の
　

短

編
連
作

。
初
稿

一
九

一
六
年

七
月

～
二

四
年

「
少
女

画
報

」

に
連
載

。

二
〇
年

、
洛

陽
堂

か

ら
出
版

さ

れ
、
そ

の
後
も

数
社

か
ら

再
版

を
重

ね

る
。
『鈴

蘭
』
『
月
見

草
』

『白

菊
』

な
ど
、

花

に
ち
な

ん

だ
五

二
編

の
短

編
か

ら
な

る
。

独
特

の
美

文
調

に
加

え
て
、
ミ

ッ
シ

ョ
ン
ス
ク
ー

ル
の
寄
宿

舎
、

薄
幸

の
美

少
女

、
少
女

同

士

の
愛

情

と

い

っ
た
題

材

が
長

く
少

女

読
者
を

魅
了

し
た
。

今

日
、

日
本

の
少
女

小

説

の
代
表

的
作

品

と
さ

れ
て

い
る
。

【参
考
文
献
】
吉
武
輝
子

『女
人
吉
屋
信
子
』
(
一
九
八
二
　

文
藝
春
秋
社
)

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

(横
川
寿
美
子
)

　

與

田

凖

一

は
硫
ん
い
ち
　

一
九
〇
五

～
　

(明
38
～
　
)
　

詩

人
、

童

話
作
家

。
福

岡

県
瀬
高

町

に
生
ま

れ

る
。
浅

山
要

太
郎

、
す

え

の
次

男
、
與

田
与

三
郎

、

た
ま

の
養
嗣

子

と
な

る
。

養
父

母

は
幼
児

期

に
他
界
、

実

父
母

の
も

と
で
育

つ
。

高
等

小
学

校
卒

業

で
訓
導
検

定
試

験

に
合

格

し
、

一
七
歳

か

ら
二

二
歳

ま

で
郷

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

ホ

里

の
小
学
校

教
師

と
な

る
。
一
七
歳

の
時

北
原

白
秋

の
詩
集

『
お

も

ひ
で
』
を

知
り

、
以

来
詩

歌
書

な
ら

び

に
大

正

期
作
家

の
小

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
　

説
戯

曲
を

耽
読
。

ま
た

童
謡

童
話

を

「
赤

い
鳥

」

に
投
稿

し
、

白
秋

選

に
よ

っ
て
は

じ
め

て
童
謡

『霜

夜
』
を

「
赤

い
鳥
」

(
一

九
二
三

・
四
)
に
掲
載
さ

れ

る
。

一
九

二
八
年

上
京

、
北
原

白
秋

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

の
助
手
兼

令
息
家

庭
教

師

と
し

て
寄
食

。
三

〇
年

、
鈴
木

三
重

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

ホ　　
　　　　　
　　　　
　　　
　

吉

・王
宰

の

「
赤

い
鳥

」
編
集

に
携

わ

り
、

巽
聖
歌

ら

と

「
乳
樹
」

を

一
九
冊

ま

で
出
す
。

三

三
年
、

処
女

童
謡

集

『
旗

・
蜂

・
雲
』

を

上
梓
。

白
秋

が
序
を

書

き
、

こ

の
俊

秀
な

詩
人

を
推

賞
し
、

「
個

の
癖

」

と
し

て
個
性

の
強

い
詩

精
神
、

鋭

い
感
性

と
叡
智

を

指
摘

し
た
。
そ

の
後

、
童

話
童

謡
、
『猿

と
蟹

の
工
場

』
(三
五
)

を

出
版

し
、
詩
集

『
山
羊

と

お

皿
』
(四
〇
)
そ

の
他

で
、

日
本
文

化

協
会

か
ら
第

一
回

児
童

文
化

賞
を

受
け

る
。

同
書

は
、
子

ど

も

の
詩

の
オ

リ
ジ

ン
を
問

い
続

け

て
き
た
詩

人

の

一
つ
の
到
達

を

示
す

も

の
で
あ

っ
た

と

い
え

る
。

詩

・
童

謡
集

は

ほ
か

に
、

『
レ
ー

ル
の
歌

』
(四
九
)
、

『う

た

の
な

か

の
は
た

の
よ
う

に
』

(同
)
、
野
間

児
童
文

芸
賞

を
受

け

た

『野

ゆ
き

山

ゆ
き
』
(七
三
)
、

『
ゆ
め
み

る
こ
と
ば

』
(
八
〇
)
、
戦
後

の
童

謡

の
ほ
と

ん
ど
を

採

録
し

た

『
ぼ
く

の
か

い
た
ま

ん

が
』
(七
五
)
な
ど

が
あ

る
。
童

話

集

に
は
、
『
ヒ
カ

リ
ト

ソ
ラ

マ
メ
』
(
四
二
)
、
『
海

の
中

の
歌
』
(
四

六
)
、

『赤

い
電

話
器
』

(
五

一
)
、

『光

と
影

の
絵
本

』

(五
三
)
、

『
ク
ミ

の
絵

の
て
ん
ら

ん
会

』
(
六
五
)
、

『
ば
ら

の
い
え

の
リ
カ

お

ば
さ
ん

』
(七
四
)
ほ
か
多

く

の
労
作

が
あ

る
。
中

で
も
五

一
年

に
出

版
さ

れ
た
長

編
童

話

『
五
十

一
番

め

の
ザ
ボ

ン
』

は
、

こ

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ライ ウ リー

の
詩

人

の
童
話

に
お

け
る
代

表
作

で
あ

る
。

戦
後

の
混

乱
し

た

世
相

の
中

か
ら

、
子

ど
も
た

ち

が
未

来

へ
の
光

明
を
見

い
だ

し

て
巣

立

っ
て

い
く

こ

の

一
編

の
童

話

は
、

「
ア
・
キ
ラ
キ

ラ
」

と

い
う

こ
と

ば

に
象

徴

さ
れ

て
読
者

の
感

動
を

誘
う

。
詩

人

の
戦

後

の
出
発

を
飾

る

に
ふ
さ
わ

し

い
秀
作

で
あ

っ
た
。

ど

の
童

話

に
も

詩
的

発
想

を
深
く

内
在

さ

せ
て
、

豊

か
な
詩

的
精

神
を

流

露
さ

れ

て

い
る

の
が
特

徴
的

と

い
え

る
。

ま
た
感

性

の
奥

深

く

か
ら

捉
え

ら
れ

た
絵

画
性

と
音
楽

性
、

暗

示
と
象

徴
性

は
、

與

田
文

学

に
み
ら

れ

る
表
現

の
特
色

で
あ

る
。
六

七
年
、
『
与

田
凖

一
全

集
』

が
刊

行
さ

れ
、
全

六
巻

を
も

っ
て
完

結
、

サ

ン
ケ
イ

児
童

出
版

文
化

賞
大

賞
を
受

け

た
。

こ
れ

ま

で
の
童
謡

・
詩

・

童
話

の
主

要
作

品

が
網
羅

さ
れ

て
お

り
、
與

田
文

学

の
全
容

を

知

る

こ
と

が

で
き

る
。

ま

た
評
論

集

に

『
子

供

へ
の
構

想

』
(
四

一
)
、

『童

謡
覚

書
』
(四
三
)
、

『
詩

と
童

話

に

つ
い
て
』
(
七
六
)
、

ま
た

長
男

の
言

語
記

録
を
主

に
し
た

『
幼
児

の
言
葉

』
(
四
三
)
、

エ

ッ
セ
イ

集

に

『
赤

い
鳥

・青

い
鳥

』
(八
〇
)
が
あ

る
。

全
集

第

五
巻

の
あ

と

が
き

に
「
芸
術

二
王

(白
秋
と
三
重
吉
)
に
仕
え

る
幸

運
を

え
」

た
と

記

し
て
あ

る
よ
う

に
、

與

田
凖

一
は

近
代

児
童

文
学

が
生

み
落

と

し
た
最
も

正
統

的

な
嫡

出

子
で
あ

っ
た

と

い

え
よ

う
。

[旗

・
蜂

・
雲
]

劔
硫
.
は
ち
.

與

田
凖

一
の
第

一
童

謡
集

。

一
九

　

　
　

　
ホ
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　
ホ
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
ネ

三
三

年
、
ア

ル

ス
刊

。
挿

画
恩
地

孝

四
郎

、
棟
方

志
功

。
序

文
、

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

北

原

白

秋

。

二

五

年

六

月

の
「
赤

い
鳥

」
で

始

め

て

活

字

に

な

っ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

た

童

謡

か

ら

「
近

代

風

景

」

「
コ
ド

モ

ノ

ク

ニ
」

「
チ

チ

ノ

キ

」

そ

の
他

に
発

表

し
た

昭
和

六
年

ま

で

の
作

品

八

一
編
を

も

っ
て

編
ま

れ

て

い
る
。

序

で
白

秋

は
與

田
凖

一
の
詩

的
感
性

を
評

し

て

「
彼

の
視
角

は

一
で

は
な

い
。

二
方

に
も

三
方

に
も

眼
を

向

け

る
。

で
な
け

れ
ば

彼

は
複
眼

の
感

光
板

を
も

っ
て
ゐ
る
ら

し

い
」

と

の

べ
て

い
る

の
は
興
味

深

い
。
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『
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学
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(
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世
界

と
童

話
』

(八
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。
　

　

　

　

(上
田
信
道
)

ラ

　
ラ
イ
ヴ

リ

ー
　

ペ
ネ

ロ
ピ

勺
Φ
コ
巴
o
O
Φ
ピ
凶く
Φ
ξ

一
九
三
一二
～

カ
イ

ロ
生
ま

れ

の
イ
ギ

リ

ス
人
作

家
。

児

童
文
学

の
創
作

の
ほ

Ⓒ1988　日本児童文学学会




